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Agenda

•第2回研究会を踏まえた追加意見等について
•網終端装置の仕様について
•NGNのオープン化について
•単県POI・県間伝送路について
•NGN接続料算定について

•NGNの優先パケットの扱いについて
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網終端装置(NTE)仕様や状況のオープン化
• NGN内部に設置される網終端装置(NTE)が日常的に輻輳状態（ユーザ収容過多）となっている。
• ISPはユーザからの日々クレームを受けており、NTT東西殿に網終端装置の増設を要請してきた。
• NTT東西殿「収容ユーザ数が基準を満たしていないため増設はできない」と増設を拒否。
• NTT東西殿はユーザに「ISPの装置が原因」と説明。ISPは状況説明したいが情報開示できず。

The
InternetNTE
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• トラヒックベースでの設備増設
• ユーザへトラヒック状況や増設基準の情報開示

提案 • NTEの増設基準をIPoE方式と同様に「トラフィック」ベースとする。
• ユーザに輻輳箇所の情報や増設基準を開示する。

現状

NGN ISP
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オープン化とは何か
「NGNについては、インタフェース条件をサービス開始前から公表し、事業
者様からのご意見を伺うとともに、1年間のフィールドトライアルを実施す
る等、自主的にオープン化を推進」

NTT
主張

•上記は2006年のNGN構築当初の話であり、その後はこ
のような対応は一切行なわれていない認識。

•上記対応は今後の全案件で同様に対応していくべき
意見
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オープン化とは何か
• サービス開始後も、事業者様の様々なご要望を踏まえ、相互接続だけでな
く、事業者様向けにカスタマイズしたサービスの提供や端末の機能向上、
運用方法の見直し、光コラボレーションモデルの提供など、NGNの更なる
利用促進を推進

NTT
主張

• NTT利用部門のサービス拡充は営業施策であり、オープ
ン化ではない

•運用改善、卸の提供はオープン化ではないのでは
意見
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オープン化とは何か
オープン化は、
第1種指定設備で公正競争を促進するため、
公平性・透明性・適正性を担保する形で
事業規模や形態にかかわらず等しく利用
できるように手当すること

NGN設備
（NTT 設備部門）

NTT
利用部門
（販売）

他社

他社
エンドユーザ

オープン化の条件：
等しい条件・時期・価格
（NTT利用部門も含めて等しい条件）

の担保が必要。

オープン化は、
「接続による開放」でしか実現できない
（ SNIなど小売りメニューの拡充は単なる営業施策） NNI

UNI・SNI
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オープン化に該当するのは1件のみ

NTT東西殿資料 9



オープン化に該当するのは1件のみ

特定事業者向け
運用改善

仕様改善
仕様改善

仕様改善・運用改善
特定事業者向け小売
小売メニューの改善

特定事業者向け

利用部門による提供

利用部門
（販売部門）
による提供

単なる小売メニューのユーザの活用事例
メニューの改善

オープン化

NTT東西殿資料にJAIPA加筆 10



一部事業者への情報開示はオープンとは言えない
（全事業者に公平な情報展開していない問題）

新しいNTEの仕様・展開に
ついて全事業者に「いつ」
アナウンスを行ったのか詳
細を教えていただきたい。

NTT東西殿がNTEの新メ
ニューに関して一部のISPの
みに開示した資料がないか
確認したい
（NDA解除していただければ提示可能）

NTT東西殿資料

NTT東西殿へ確認(1)

NTT東西殿へ確認(2)
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オープンな情報共有の在り方
• 単県POIについてNTT東西は「事業者と話をしている」というが、JAIPAは聞い
ていない。（すなわち多くのISPは聞いていない）

• NGNの接続やその他重要な動きについて、NTT東西の意思によって開示先（開示
時期）を決定している現状は、NTT殿が同等性を担保せず、ISPの競争環境をゆ
がめているのではないか。

• NTT東西はNGNに係る条件の公平性・透明性確保の観点から
(1)同じ時期
(2)同じ条件
(3)同じ価格 を担保する必要がある。

• JAIPA等団体でのオープンな説明会実施を「事業者へ開示した」ものと判断する
• NTTウェブページ等での公開を必須にする
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単県POI・県間伝送路（補足）
• 地域データセンター、トラヒック交換等の観点から単県POIは必要。
• インターネットやキャスト、NTTひかり電話の利用（接続）等ほとん
どのサービスにおいて、県間伝送路の利用は必須（ボトルネック性）

• 単県POIを設置する（ISPはNGN県間NWを使わない権利が発生）
• 単県POI設置が不可能の場合、NGN県間伝送路は代替性のないボトル
ネック設備であるので一種設備に指定し規律する。

単県POIが存在しないエリアのみに規律する方法もある
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NGN接続料算定について

• KDDI殿主張に賛成
• 役務の区分には以下の問題点

• 役務の定義に恣意性が入っている
• 同じパケットでも役務でコストが異なる
• 同じサービスでもコストが異なる

例 NTT東西の解釈次第で異なる役務・接続料

NGN

ISP
交換機 The

Internet

0AB-J
電話

050
電話

youtube
Facebook

電話 インターネット

NTT東西
による区分
（コスト区分）

?
異なる役務 同じ役務

• 恣意性を排除し、コストを細分化
し組み合わせられるようにすべき

• 収容ルータ
• 中継ルータ
• 局間伝送路（県内）
• 県間伝送路 等
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優先パケットに関する懸念
• 公平性

• 「優先パケット」はネットワーク全体に対して何割？
• 無料？有料ならいくら？
• これらは誰が決める？

• 透明性
• 優先パケットではない通信との関係は？
• 優先制御をしている条件がその条件の範囲で行われているかの確認を誰がど
う行うのか（現状の輻輳状況も分からない）

• 適正性
• 優先されるパケットとは？
• 「優先パケット」する為の条件は？
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NGNの優先パケットの取扱について
• 「エンドToエンド」の通信パケットに対して「優劣をつける」という
ことは、「ネットワークの中立性」に関わる大きな課題

• 「表現の自由」や「利用の公平」に関わる重大な事項
• 「新規参入や中小事業者の障壁」、「イノベーションの阻害」にならないか
と世界中で議論

• 優先制御を行うことについては一定の規律が必要ではないか
• 現行の通信事業法でカバーしきれるのか

• 下記のような場合、どう対処するべきか
• 巨大企業が優先パケットを買い占めて寡占独占した場合
• 優先パケットがネットワーク全体を占めてしまった場合

• Cf.従前のP2P問題の際には、「通信の秘密」や「利用の公平」に対し
て、「帯域制御のガイドライン」を作成。
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NGNの優先パケットの取扱について
• 優先制御を行うに当たって一定の規律を設けるべき。
• NTT東西殿は接続にあたり、必要最低限の情報のみ確認すべき。
• NTT東西殿が「用途」を聞くことがないようにするべき。
• 設備の利用に関してはNTT東西利用部門も含め公平性が担保されるべ
き。

• 恣意的な優先パケットの利用を制限されることが無いように、客観的
な設備増設基準や運用手順を規律していただきたい。
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「優先制御」イメージ
• 優先制御されたパケットが多いと…
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参考資料：海外の「ネットワークの中立性」事情
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おわり
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